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特集

■一部変更になることもあります

編集後記
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基礎と臨床がともに学ぶ場をつくる
自治体が協力するケースを中心に

［愛知県］看護基礎教育と新人看護職員研修をつなぐ 
養成所・病院，看護技術ジョイント研修　　小野由季子／高口みさき／村瀬裕子／鈴木さおり

［東京都］都立看護専門学校運営のワークショップ　　内糸ちえ子
［神奈川県］県立専門学校が進めるユニフィケーション　　八つ橋のぞみ
【特別記事】
実習指導をデザインする実習指導者による自立した実習指導過程　　 
岩瀬貴美子／酒井未来／大森裕子／友田尋子

看護系大学教員育成の新しい風　聖路加国際大学のフューチャー・ナースファカルティ育成プログラム 
松谷美和子／三浦友理子／奥裕美

【連載】
卒業前の看護実践能力育成への取り組み
　愛知県立大学看護学部「看護の統合と実践」検討プロジェクト・3　　松岡広子
“医療安全力 ”を育むリスクアセスメントトレーニング・6　　齊藤美奈子／石川雅彦
心一文字・11　　園家文苑＋水戸優子
ナースよ，リアリストたれ！　中西睦子が語る看護と教育・11　　松澤和正／中西睦子
ひろがる災害医療と看護　身につけるべき知識とスキル・13　　高橋由美／石井美恵子
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●夏から秋にかけて，学会シーズン真っ盛りです。が，残念な
がら，四半世紀前から編集後記に書き続けてきたことを，今年
もまた書かねばなりません。それは「発表が原稿の棒読み」。 
●昔は OHPだったスライドがすべてパワーポイントになり，
画像自体はきれいで鮮明になりました。が，プレゼンテーショ
ンスキルに関しては，十年一日のごとく。下を向いたままマイ
クの位置を確認もせずに話す（聞こえません），画面に文字が
ぎっしりでまったく読めないスライドを出す（見えません），資
料を手にとって見せるが小さすぎて意味がない（わかりません）
……。●看護教育系の学会であれば，発表者は“先生”のはず。「こ
の先生は，学生に理解してもらおうと本当に考えて毎日授業し
ているのだろうか」と疑問を感じるような発表が，来年からな
くなることを祈ってやみません。 …大野

●インドで，56歳の女性が農作業中に襲ってきたヒョウを，手
持ちの鎌で傷だらけになりながら格闘し，ついにやっつけたと
のこと。幸い私は野生動物と命の奪い合いをしたことがなく（予
定もなく），通勤途中カラスに襲撃されたぐらいで腰を抜かす
状況でして，ふと，動物園でヒョウを眺めつつイメージしてみ
ましたが，檻のあちら側までは想像力がおよびませんでした。
●今回の特集は「論文執筆のススメ」です。ノウハウとともに，
実際に書かれた際の経験や苦労をお願いしました。そのなか
に，「自分のためでなく，研究対象のために書く」という言葉
がありました。良い仕事を発表することは，先人や周囲の人
への感謝の表現を兼ね備えていると思います。今後とも，皆
様の想いをご紹介するツールとして，どんどん雑誌を活用し
てください。 …番匠
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